




























規定が存在しなくても、そこからおおよその期日を推定することは 容易だったであろう。この両条件 並立するのは、恐らく一月の一〇日以降、一五日になる前頃まで 間に限 されるはずである。 「む月の十 ばかり」 明示して特定されていても、こ 期間を幾分か狭める とができるに過ぎない。
ところで、伊勢物語には、それほど数多くはないけれども、本文中に日附が明記される事例がある。一例を上げれば、 「時








の意図があると、看做さなければならない。同様に、第四段の「む月の十日ば り」という 附規定にも、単に暦日を表示するという以上の意味があると考え 必要が る。また 「暦月暦日連記形式」を採用するのが、作品中 これだけ
あ（註四）
る













































を指し示してい と把握することは、困難であろう。すくなくとも、後続する「夜深く出でたまふに」まで読み進めなければ、そのことを理解することはできない。まだ「明け」ていないと判断する根拠が、 「明けぬれば」の時点では 提示され
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そこで、 「む月の十日ばかり」という日附規定である。 月やあらぬ」の詠歌 舞台と て月の明るい時期を設定 る必要





である。 「十日」ではなく「十日ばかり」だから、 ならずしも厳密に一〇日だけに限定されるわけではない しても、そこに発生する差異は、問題にしなくて良いであろう。また、実際の暦に照らせば、年によって若干の誤差はあるにせよ、ここでは一般的な時刻を想定すれば足る。また、京都の地形からすれば 入の 直前ま 月を目視することが きても、 「月のかたぶく」のと「あくる」のとがほぼ同時に到来すると考え こ に、支障は まい。
男は、東京五条の邸宅の有様が「こぞににるべくも」ない理由を探し続けて 「あばらなるいたじきに、月のかたぶくま
























状態にはなっていないから、如上の理解 は、合致しないことになる。 「ほのぼのとあくる」 が、もし「うす明る」くなって来る時間帯を示して るのだ したら、午前七時前頃の時刻を想定しなければならない。
一方、 「む月の十日ばかり である以上、 「月のかたぶく」のが午前三時頃以前の時刻だということは、動かせない。と
れば、 「月のかたぶくまでふせりて、……と、よみて、夜のほのぼ とあくるに、……」という文脈の中で、 「よみて」と「夜のほのぼのとあくる」との間に、四時間弱の空白時間を想定しなければならない不自然さが発生する。一月一五日を過ぎる頃になれば、月の入の 刻が日の出の時刻とほぼ一致するようになるであろうけれども、そ では「十日ばかり」という規定の許容する誤差の範囲を超える あろう。
むろん、伊勢物語の成立当時、実在 藤原高子の事績として、その期日に実際に「ほかにかくれ」た明証があった




















年時を提示することを、必須の事項とは考えていなかった いうことである。したがって、第四段の む月の十日ばかり」が、記録としての正確な期日を明示するためのものとして規定された日附 ないことは、明瞭であろう。すなわち、伊勢物語における日附の規定は、実際の期日が特定できるか否かという要因によって附加されるも はないのである。
問題は、 「月のかたぶく」と「ほのぼの」と「あくる」との整合性である。 「あくる」を午前三時と取れば、先の「ほのぼ


































。 」と理解する註解がある。これに従えば この「ほ ぼのと」は、日 出後の「 す明るいさま」を表現していると看
做すべきことになる。けれども、詠歌の内容を吟味すれば、天空にある月を見続けている詠者が、朝陽が昇って周囲が明くなって来ていることに気づかない という状況は、常識的には考えがたい。月 美しさに見入っていて あ る」時刻を過ぎたことにも気づか かったとすれば、それがまだ日の出前の暗い時間帯であったと理解す ことに 妥当性があろう。
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もしろきことに心はしみて、庭燎も影しめりた に ほ、 「万歳、万歳。 」 、榊葉をとり返しつつ、祝ひきこゆる御世の末、思ひやるぞ、いとどしきや。 （源氏物語・若菜下、四︱一六六︱一六七）
資料九では、 「ほのぼのと明けゆく」時点では、 「雪やや散りてそぞろ寒」いのである。日の出によって周囲が明るくなっ









雨いと冷やかに吹き入る。空のけしきもすごきに、あやしくあくがれたる心地して、 「何ごとぞや。また、わが心に思ひ加はれるよ。 」と、思ひ出づれば、いと似げなきことなりけり。 （源氏物語・野分、三︱二六二）
これは、 「まだほのぼのとする」頃に、夕霧が六条院に「参」った場面である。この場面の時刻は、冒頭に「暁方」と明









ひ隠して、うちしはぶきたまへれば、 「中将の声づくるにぞ、あなる。 『夜は、まだ深からむは 』とて、起きたまふなり。何ごとにか、あらん、聞えたまふ声 せで、大臣うち笑ひたまひて、 「いにしへだに知らせたてまつらずなりに暁の別れよ。今ならひ ま むに、心苦しからむ。 」とて、とばかり語らひきこえたまふけはひども、いとをかし。 （野分、三︱二六二〜二六三）
ここに、 「日のわずかにさし出でたる」とあるのだから、それに前置する資料一一の段階では、日の出の時刻にはなって
いなかったと考えるべきである。 「ほのぼのとする」頃には、 「道のほど、横さま雨いと冷やかに吹き入る。空のけしきもすごき」状態であったのであり、仮にもっと後 時間帯だったとしても、陽光が射す状態にはない。 一の「ほ ぼと」が、陽光によって「うす明る」くなって来た状態を指していないことは 明白であろう。










［資料一四］ 　「暗きほどに。 」と、急ぎ帰りたまふ。道のほども、帰るさはいと遙けく思されて、心やすくも、え、行き通はざらむことのかねていと苦しきを、 「夜をや 隔てん。 」と、思ひなやみたまふなめり。まだ人騒がしからぬ朝のほどに、おはし着きぬ。 （源氏物語・総角、五︱二五八）
資料一三で、 「ほのぼのと明けゆくほどに、昨夜の方より出で」た後、資料一四で「 「暗きほどに。 」と、急ぎ帰」るので




の間より見えたる花のいろいろ、なほ春に心とまりぬべく、にほひわたりて 百千鳥の囀りも笛の音に劣らぬ心地して、もの あはれおもしろさも残らぬほどに、…… 御法 四 四八三
資料一五は、 「夜もすがら」 「鼓の声」が「絶え」ないという状態で、そ 後に「ほのぼのと明けゆく」のである。この事























け」と描写されている。 「夜、いたう更け」た時点で、朱雀院から「春宮の御方々をめぐ」っている間に、夜が「明け」たのである。とすれば、 「朝ぼらけ」を、かならずしも日の出と結び付ける必要がない。また、もし、この「ほのぼのとをかしき朝ぼらけ」が日の出の頃の描写だとし ら、 「夜、明け」た時点との間の時間の懸隔が、甚しすぎるのではあるまいか。この時期 日の出は、午前七時 である。
次掲する資料一七から 九についても、これまでの事例と同様に、 「朝ぼらけ」は、 「夜がほんのりと明けて」という
解釈とは、かならずしも合致しないように思われる。



















































　　友千鳥もろ声になくあかつきは 　ひとり寝ざめの床もたのもし（源氏物語・須磨、二︱二〇〇）資料二〇には、 「いく夜ねざめぬ」とあり、明確に夜間のことである。資料二一は、 「明けやらず」と鳴くというのだから、





















［資料二五］ 　……つつみもあへず泣かれて、女房のあるかぎり、騒ぎまどふを、 「あなかま、しばし。 」と、しづめ顔にて、御几帳の帷子を もののたまふ紛れにひき上げて、見たまへば、
ほのぼのと明けゆく
光もおぼつかなければ、大殿
油を近くかかげて、見たてまつり に、飽かず、うつくしげに、めでたうきよらに見ゆる御顔のあたらしさに、この君のかくのぞきたまふを見る見るも、あながち 隠さんの御心も、思されぬなめり。 （源氏物語・御法、四︱四九四︱四九五）










資料二六では、 「暁」になって、 「戸を押し開けた」ところ、 「ほのぼのとあけゆく山ぎは」が見えたのである。とすれば、
















がないとは言い切れないけれども、 「夜をあかす」 「明け立つ」は、 「宿」った時の状況を説明する文脈にあると理解するのが、適当であろうか。 ず にせよ、 「暁」が日の出前のまだ暗い頃であると考えることには、妥当性があろう。資料二六では、その「暁」に「ほのぼのと明けゆく」のだから、 後 情景とは、一概に看做しえない。まだ暗い時間帯、 「明け」る頃の「山ぎは の描写と理解すべきではあるまいか。 「山ぎは」に生育してい 思しい「梢ども」が「こぐらき」と表現されていることに、照応すると えよう。


















































如上の検討の結果から結論すれば、 「夜のほのぼのとあく 」のは、日 出を指す表現ではない。男が東京五条の邸宅を
再訪した「む月の十日ばかりのほど」には、月は午前三時頃に沈む。男は、その「月のかたぶく」時刻まで「あばらなるいたじきに」 「ふせ」った後、間もなく訪れた「夜のほのぼのとあくる」時刻になって、 「なくな かへ」ったのである。
女が「ほかにかくれ」た前年の「む月の十日 かり」の直前まで、男は、 「夜のほのぼのとあくる」時刻に五条 邸宅を






てしまえば、 「なくなくかへ」る かない。 「月のかたぶくまで」の時間 経過は、男の煩悶する時間の経過に相即する。
すなわち、 「む月の十日ばかり」という日附規定は、月を眺め果てる と、帰るべき「あくる」時刻とが合致する舞台を
設定するために、意図的に限定 て規定されたものだったのである。勢語四段におけるこ 日附規定 月の明るい頃の日附を漠然と表示 たものではなく、作品の内容のうえから必然的に選定されたものだったといえよう。
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註一 　伊勢物語本文の引用は、大津有一・築島裕「伊勢物語」 （ 『竹取物語／伊勢物語／大和物語』岩波書店／日本古典文学大系九、 一九五七年一〇月）により、表
記を改めた。以下、同じ。
註二 　小松英雄『伊勢物語 表現を掘り起こす』 （笠間書院、二〇一〇年八月。第一章「あづまくだり／プロローグ（第一段︱第八段） 」 ） 。註三 　神尾暢子『伊勢物語の成立と表現』 （新典社／新典社研究叢書一四五、 二〇〇三年一月。付録「期間規定と時点規定︱「ついたち」と「つごもり」︱」 ） 。註四 　神尾暢子『王朝国語の表現映像』 （新典社／新典社研究叢書七、 九八二年四月。 「暦日規定の映像定着︱竹取物語と伊勢物語︱」 『伊勢物語の成立と表現』
（新典社／新典社研究叢書一四五、 二〇〇三年一月。 「暦日映像と体制批判︱時点規定の正月十日︱」 ） 。なお、 「やよひのついたち」の「ついたち」は「暦月の上旬」を指すもので、 「暦月の初日」は「ついたちのひ」と表現するという。
註五 　小林賢章『 「暁」の謎を解く／平安人の時間表現』 （角川書店／角川選書五二一、 二〇一三年三月。第二章「 「暁」︱男女の思いが交錯した時間」 ） 。同書には、
『小右記』などの諸資料に、 「暁」と「寅」を組み合せた用例があることが指摘されている。また、早川厚一『平家物語を読む︱成立の謎をさぐる︱』 （和泉書院／和泉選書一二〇、 二〇〇〇年三月。第三章「平家物語の歴史叙述の方法と構想」 ）によれば、後世の資料だけれども、 『玉葉』における「今暁」の用例が、すべて「寅」の刻を指すものであり、他に、 「暁寅刻（時） 」という事例も多数あるという。
註六 　源氏物語の本文の引用は、阿部秋生・秋山虔・今井源衛『源氏物語／一︱六』 （小学館／日本古典文学全集一二︱一六、 一九七〇年一一月︱一九七六年二月
により、表記を改めた。同書の巻数︱頁数を併記する。以下、同じ。
註七 　小松光三「 「夜深し」考」 （ 『愛文』第一九号、愛媛大学法文学部国語国文研究会、一九八三年七月） 、吉海直人「 『源氏物語』 「夜深し」考」 （ 『古代文学研究／
第二次』 （第一九号、古代文学研究会、二 一〇年一〇月） 。
註八 　阿部秋生・秋山虔・今井源衛『源氏物語／一 （小学館／日本古典文学全集一三、 一九七二年一月） 。註九 　保科恵「更級日記の解釈私考︱古典文章の構文把握の参考資料として︱」 （ 『二松』第 〇集 二松学舎大学大学院文学研究科、 九九六年三月） 、 「和歌表現
と受容過程︱勢語古今の「月やあらぬ」︱」 （記念論集『松籟』編集委員会編『記念論集／松籟』 （日本古典文学談話室 二〇〇五年一二月） 。
註一〇 　国立天文台編『理科年表／平成二六年』 （丸善出版、二〇一三年一二月。暦部）によって月の入の時刻（ 年・東京）を上げれば、 「む月の十日」に
相当すると看做しうる二月一〇日（月齢一〇・ ） 月の入は、午前二時五二分である。月の入の時刻は季節によって多少の差異があるけれども、その前後の月の月の入の時刻を見る限りでは、一月一一日（同九・七）＝二時二一分 一二日（同一〇・七）＝三時一五分、三月一一日（同九・八）＝二時一七分、一二日（同一〇・八）＝二時五七分である。東京と京都とでは、月の入の時刻に二〇分ほどの差があると思われるけれども、それを加味しても、こ 時期の 〇日の頃の月の入は、おおよそ午前三時前後と考えて良かろう。
註一一 　大野晋・佐竹昭広・前田金五郎編『岩波古 辞典』 （岩波書店、 九七四年一二月） 。註一二 　西下経一『伊勢物語新解』 （明治書院、一九五八年一〇月） 、福井貞助「伊勢物 」 （ 『竹取物語／伊勢物語／大和物語／平中物語』小学館／日本古典文
学全集八、 一九七二年一二月） 、石田穣 『新版伊勢物語』 角川 店／角川文庫 九七九年一一月） 、中野幸一『伊勢物語』 （旺 社／古典対訳シリーズ、一九九〇年六月） 、永井和子『伊勢物語』 （笠間書院／笠間文庫原文＆対訳シリーズ 二〇 八 三月）など
註一三 　森本茂『伊勢物語全釈』 （大学堂書店、一九七三年七月） 。註一四 　南波浩「伊勢物語」 （ 『竹取物語／伊勢物語』朝日新聞社／日 古典全書、一九六〇年七月） 秋山虔「伊勢物語」 『竹取 伊勢 岩波書店／新日
本古典文学大系一七、 一九九七年一月）など。
註一五 　角田文衛（ 『王朝の映像︱平安時代史の研究︱』東京堂出版、一九七〇年八月。第二部「藤原高子の生涯」 ）は、在原業平の藤原順子邸への再訪の期 を




註一六 　神尾暢子『王朝国語の表現映像』 （新典社／新典社研究叢書七、 一九八二年四月。 「暦日規定の映像定着︱竹取物語と伊勢物語︱」 ） 、 『伊勢物語の成立と表
現』 （新典社／新典社研究叢書一四五、 二〇〇三年一月。 「暦日映像と体制批判︱時点規定の正月十日︱」 ） 。
註一七 　藤原崇子の葬送。承和一五年（八四八）五月一五日薨去。註一八 　藤原多賀幾子の法要。第七八段に「七七日」と特定されており、だとすると天安三年（八五九）一月二日に当たる。註一九 　久松潜 ・佐藤謙三『角川新版古語辞典』 （角川書店、一九六三年一月） 。註二〇 　金葉和歌集本文の引用は、川村晃生・柏木由夫「金葉和歌集」 （ 『金葉和歌集／詞花和歌集』岩波書店／新日本古典文学大系九、 一九八九年九月）により、
表記を改めた。以下、同じ。
註二一 　大野晋・佐竹昭広 前田金五郎編『岩波 岩波 七四 二月） 。註二二 　小林賢章『 「暁」の謎を解く／平安人の時間表現』 （角川書店／角川選書五二 、 二〇一三年 月。第二章 「暁」︱男女の思いが交錯した時間」 ） 。註二三 　川村晃生・柏木由夫「金葉和歌集」 （ 金葉和歌集／詞花和歌集』岩波書店／新日本古典文学大系九、 一九八九年九月） 。註二四 　山中裕『平安朝の年中行事』 （塙書房／塙選書 、 一九 二年六 。第二章「平安朝の年中行事の特質と意義︱正月四方拝より十二月追儺まで︱」 ） 。なお、
同書によれば、実際には男踏歌の風習は、源氏物語成立以前の永観元年（九八三）を最後に消滅していた いう。
註二五 　千載和歌集本文の引用は、片野達郎・松野陽一 千載和歌集』 （岩波書店／新日本古 文学大系一〇、 一九 三年四月）により、表記を改めた。以下、同じ。註二六 　更級日記の本文の引用は、東節 ・塚 鉄雄・前田欽吾『更級日記総索引』 （武蔵野 院、一九五六年四月）により、表記を改めた。同書の頁数を併記する。
以下、同じ。
註二七 　狭衣物語本文の引用は、三谷榮一・関根慶子『狭衣物語 上』 （岩波書店／日本古典文学大系七九、 一九 五年八月）により、表記を改めた。同書の頁数を
併記する。
註二八 　古今和歌集本文の引用は、小島憲之・新井栄蔵『古今和歌集』 （岩波書店／新日本古典文学大系五、 一九八九年二月）により、表記を改めた。註二九 　堤中納言物語本文の引用は、大槻修「堤中納言物語」 （ 『堤中納言物語／とりかへばや物語』岩波書店／新日本古典文学大系二六 九二 三 により、
表記を改めた。
註三〇 　保科恵「和歌表現と受容過程︱勢語古今の 月やあらぬ ︱」 （記念論集『松籟』編集委員会編『記念論 ／松籟』 （日本古典文学談話室 二〇〇五 一
月） 。
＊ 　
“TH
E TR
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ED
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” （大久保康雄訳『Ｘの悲劇』新潮社／新潮文庫、一九五八年一〇月） 。

